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すなわち20% ゴマ油乳剤を連続注入 し, 胃切除を行なった犬の血清電解質濃度および電解質平衡の動態
を観察 し, また無脂質食で飼育したラッテを用いて, 各種ス トレス負荷時の尿中排浬 N a/K 比の変動より
電解質ホルモンの分泌状態を臆測し, さらにあらかじめ同様の処置を行なっておいたラッテに大量の水分
を投与 した時の赤血球内外の電解質濃度および水分量の変動を観察 して, 赤血球膜透過性と脂質投与との
関係を見, 次のような知見を得た｡
1. 脂質の連続投与は血清カリウム, ナ トリウム濃度の恒常性を何ら撹乱するものでなく, 充分なカリ
ウムとともに脂質を投与すれば, 手術後のカリウムの体外喪失を防ぎ, 同時に著明な蛋白節約作用を招来
せ しめる｡ さらに脂質の投与量を増大すればするほど, カリウム平衡は一層改善される｡
2. ナトリウム平衡は手術前後の体液量の変動に伴なって著 しく変動するものであるが, 脂質を投与す
ることにより最小限にとどめられ, 正常状態に近い状態を終始保つことができる｡
3. 体内電解質ホルモンは A C T H 投 与, 絶食等によってはその分泌冗進を釆たさないが, ナ トリウム
制限食およびフォルマリン注射によって著明に克進する｡ しかし, この場合無脂質食群においても電解質
ホルモンは対照と同様に分泌されている｡ したがって, 不可欠脂酸と電解質ホルモンとの番接的因果関係
は, 不可欠脂酸と糖質ホルモンとの関係ほど密接なものではなく, 不可欠脂酸の欠乏 した状態下でも, な
お電解質ホルモンはその分泌予備力を充分に有 している｡




5. 本実験では, 不可欠脂酸と電解質ホルモン生合成との問に, 直接的因果関係を立証することはでき
なかったが, 不可欠脂酸の欠乏の有無は個体の毛細管壁, および細胞膜の透過性の冗進と密接な関係を有
するから, 実際の手術侵襲時のように, 脱水あるいは給水という条件が加わると, 不可欠脂酸の欠乏した
個体にあっては, 意外に強くかつ容易に細胞外液相の変動を招き, それが Stressor として作用し, それ
に伴なって分泌されるアル ドステロンの分泌状態にも著 しい影響をおよぼす結果となる｡ このような意味
でも, 脂質の補給が術前, 術後にわたり応用された際には, 脂質が投与されなかったものに比べて, 電解
質の変動がきわめて少なく, したがって, その生体内分布が終始ほとんど正常状態近く保持される一つの
大きな原因となり得る｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
脂質の補給が手術時の電解質代謝にどのように作用するかを追及したものであるが, 不可欠脂酸の多く
含まれる20% ゴマ油乳剤を連続注入 してB illroth I法によって胃切除を行なった試獣犬において,血清電解




その結果, 以上の実験では, 不可欠脂酸と電解質ホルモンの/上合成との問に, 甫接的因果関係を立証す
ることはできなかったが, 不可欠脂酸の欠乏の有無は, 桐休の毛細竹壁や細胞膜の透過性冗進と密接な関
係があるから, 実際の手術のように, 脱水あるいは給水という条件が加わると, 不可欠脂帳の欠乏した個
体では, 強くかつ容易に細胞外液相の変動を招き, それが Stressor として作用し, それにともなって分
泌されるアル ドステロンの分泌状態にも著 しい影轡をおよぼす結果となり, こんな意味で脂質を手術前後
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